
（１）　水　　　稲

グラスショート液剤 非ホルモン型の吸収移行 一年生雑草及び多年生雑草 茎葉処理 雑草生育初期 同左
ビスピリバックナトリウム塩 性抑草剤である。雑草の （雑草の草丈抑制による （草丈10cm）
                        3.0% 草丈を抑えることによっ 刈取り軽減） 及び草刈り後
 ※抑草剤 て草刈り回数を減少させ 10～20日の雑

るものである。根まで枯 草再生期（た
らさないので畦畔を崩さ だし収穫前日
ない。 まで）／３

ザクサ液剤 吸収移行型の非選択性除 一年生雑草及び多年生雑草（水田作物）茎葉処理 同左
グルホシネートＰナトリウム塩 草剤である。
                       11.5%

ダイロンゾル 非ホルモン系の吸収移行 一年生雑草 雑草茎葉散布又は 雑草発生前～ 同左
ＤＣＭＵ               50.0% 型の非選択性除草剤であ 全面土壌散布 生育初期／１
                      る。

バスタ液剤 吸収移行型の非選択性除 一年生雑草及び多年生雑草 茎葉処理 収穫７日前 同左
グルホシネート         18.5% 草剤である。 まで（雑草

生育期：草丈
30cm以下）／２

プリグロックスＬ 非ホルモン型の非選択性 一年生雑草 茎葉処理 雑草生育期／５ 同左
ジクワット              7.0% 接触型の除草剤である。
パラコート              5.0%

多年生雑草

草枯らしＭＩＣ 吸収移行型の非選択除草 一年生雑草 茎葉処理 雑草生育期／１
サンフーロン液剤 剤で、ほとんどすべての
グリホサート 一年生、越年性、多年性
 イソプロピルアミン塩  41.0% 草本及び木本に作用す

る。

ザクサ液剤 吸収移行型の非選択性除 一年生雑草（水田作物） 茎葉処理 同左
グルホシネートＰナトリウム塩 草剤である。
                       11.5%

バスタ液剤 吸収移行型の非選択性除 一年生雑草 茎葉処理 雑草生育期／１
グルホシネート　　　 　18.5% 草剤である。 （雑草茎葉散

布）

作物 農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名 処理法
使用時期／回数

（雑草茎葉散
布）

収穫７日前まで／２

　
ア
　
畦
畔
雑
草
処
理 （雑草茎葉散

布）

　
イ
　
水
田
刈
跡
・
耕
起
前
雑
草
処
理

耕起20～10日前（雑
草生育期）／１

（雑草茎葉散
布）

耕起15日前まで（雑
草生育期）／１

本県の使用基準 農薬使用基準

耕起前／１
（雑草茎葉散
布）

（雑草茎葉散
布）

（雑草茎葉散
布）



水稲

300～500ml － （通常散布）10ａ当たり
50～100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、
噴霧機等で散布する。
（少量散布）10ａ当たり
25ﾘｯﾄﾙの水に溶き、専用
ノズルで散布する。

500～1000ml － 10ａ当たり100～150ﾘｯﾄﾙ
の水に溶き、噴霧機等で
散布する。

200～250ml － 10ａ当たり100ﾘｯﾄﾙの水
水に溶き、噴霧機等で散
布する。

500～1000ml － 10ａ当たり100～150ﾘｯﾄﾙ
の水に溶き、噴霧機等で
散布する。

600～1000ml － 10ａ当たり100～150ﾘｯﾄﾙ
の水に溶き、噴霧機等で
散布する。

1000～2000ml

250～500ml － 10ａ当たり50～100ﾘｯﾄﾙ
（草枯らしＭＩＣは100
ﾘｯﾄﾙ）の水に溶き、噴霧
機で散布する。

300～500ml － 10ａ当たり100～150ﾘｯﾄﾙ
の水に溶き、噴霧機等で
散布する。

300～500ml － 10ａ当たり100～150ﾘｯﾄﾙ
の水に溶き、噴霧機等で
散布する。

1.ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ及びｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄＰを含む農薬の総使用回数は１回以内とする。
2.付近の作物にかからないようにする。
3.薬液が雑草の茎葉全体に均一にかかるように散布する。
4.一年生雑草でも茎部が木質化している場合には所定範囲の多めの薬量で使用す
る。多年生雑草では地下茎まで枯死せず再生することがある｡
5.散布後６時間以内の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから散布す
る。
6.散布後２～５日で効果が発現する。
7.展着剤の加用は必要ない。

1.ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ関係成分を含む農薬の総使用回数は１回とする。
2.散布水量は雑草の大きさによって所定範囲内で加減する。
3.雑草が大きくなると効果が劣るので、早めに散布する。
4.付近の作物にかからないようにする。
5.散布後10日間は耕起、刈払いしない。
6.散布後６時間以内の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから散布す
る。
7.散布後２～14日で効果が発現し、効果完成までさらに日数を要する。
8.展着剤の加用は必要ない。

1.畦畔処理の場合、ｼﾞｸﾜｯﾄ、ﾊﾟﾗｺｰﾄを含む農薬の総使用回数はそれぞれ５回以内と
する。
2.散布薬量、散布水量は雑草の大きさによって所定範囲内で加減する。
3.雑草が乾いてから十分付着するように散布する。
4.付近の作物にかからないようにする。
5.展着剤の加用の必要はないが、加用する場合には非イオン系展着剤を使用する。
（農業用展着剤の項を参照。）

1.ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ及びｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄＰを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.付近の作物にかからないようにする。
3.薬液が雑草の茎葉全体に均一にかかるように散布する。
4.一年生雑草でも茎部が木質化している場合には所定範囲の多めの薬量で使用す
る。多年生雑草では地下茎まで枯死せず再生することがある｡
5.散布後６時間以内の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから散布す
る。
6.散布後２～５日で効果が発現する。
7.展着剤の加用は必要ない。

1.畦畔処理の場合、ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ及びｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄＰを含む農薬の総使用回数は２回以内と
する。
2.付近の作物にかからないようにする。
3.薬液が雑草の茎葉全体に均一にかかるように散布する。
4.雑草が大きくなりすぎると効果が劣るので、早めに散布する。
5.散布直後（１時間程度）の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから
散布する。
6.散布後１～３日で効果が発現し、７～14日で効果が最大となる。
7.展着剤の加用は必要ない。

1.DCMUを含む農薬の総使用回数は１回以内とする。
2.茎葉処理除草剤（ザクサ液剤）と混用することにより、効果向上が認められるの
で、茎葉処理除草剤との混用で使用する。
3.激しい降雨の予想される場合は使用をさける。
4.砂質で水はけの良い場所や雨の多い時期には、薬剤が土中深く浸透して有用植物
に薬害が生ずる恐れがあるので注意する。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ及びｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄＰを含む農薬の総使用回数は１回とする。
2.付近の作物にかからないようにする。
3.薬液が雑草の茎葉全体に均一にかかるように散布する。
4.雑草が大きくなりすぎると効果が劣るので、早めに散布する。
5.散布直後（１時間程度）の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから
散布する。
6.散布後１～３日で効果が発現し、７～14日で効果が最大となる。
7.展着剤の加用は必要ない。

1.ﾋﾞｽﾋﾟﾘﾊﾞｯｸﾅﾄﾘｳﾑ塩を含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.付近の作物にかからないようにする。
3.薬液が雑草の茎葉全体に均一にかかるように散布する。
4.散布後６時間以内の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから散布す
る。
5.低温下では効果の発現が遅れることがある。
6.展着剤の加用は必要ない。



水稲

プリグロックスＬ 非ホルモン型の非選択接 一年生雑草 茎葉処理 同左
ジクワット              7.0% 触型の除草剤である。
パラコート              5.0%

ラウンドアップマックスロード 吸収移行型の非選択性除 一年生雑草及び多年生雑草 茎葉処理 同左
グリホサートカリウム塩 草剤である。
                       48.0%

多年生雑草（水田刈跡） 雑草生育期／１ 同左

一年生雑草（水田刈跡）

ソルネット１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後２～３
プレチラクロール        4.0% 型除草剤である。 イ、ホタルイ 日／１

　

パデホープ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後２～３
ダイムロン             15.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ミズガヤツ 日／１
プレチラクロール        3.0% リ

ユニハーブフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植直後～３
プレチラクロール        5.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
ベンゾフェナップ       20.0% ミズガヤツリ、（オモダカ

）

アワードフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～５
イマゾスルフロン        1.7% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
ダイムロン             27.5% ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ピリブチカルブ         12.0% ロ）、(セリ)、(藻類）、

(表層はく離)

カイリキＺジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理 移植後３～１１
イプフェンカルバゾン　8.3% 性除草剤である。 日／１
テフリルトリオン　8.3% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
プロピリスルフロン　3.0% 果を示す。

ガンガンジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～９
ピリミスルファン　      2.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
フェノキサスルホン 　   8.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 ミズガヤツリ、ヒルムシ

果を示す。 ロ、（オモダカ）、（クロ
グワイ）、セリ、藻類、（
コウキヤガラ）

対象雑草名

秋期稲刈取後または
春期水田耕起１か月
前～直前まで／１

（湛水散布）

本県の使用基準 農薬使用基準

植代時～移植７
日前、移植時
（田植同時散

布）または移植
直後～ノビエ１
葉期（ただし移
植後30日まで）

／１

（原液湛水散
布）

植代後～移植前
７日、移植時
（田植同時散

布）または移植
直後～ノビエ１
葉期（ただし移
植後30日まで）

／１

（湛水散布）

イ
　
水
田
刈
跡
・
耕
起
前
雑
草
処
理

　
(イ)
初
期
一
発
処
理

作物 農　 薬 　名 特　　性 処理法
使用時期／回数

（雑草茎葉散
布）

耕起前（雑草生育
期）／１

植代後～移植前
７日または移植
直後～ノビエ１
葉期（ただし移
植後30日まで）

／１

（雑草茎葉散
布）

（原液湛水散
布）

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ1.5葉期まで
（ただし移植後
30日まで）／１

移植後３日～ノ
ビエ2.5葉期

（ただし移植後
30日まで）／１

（湛水散布）

（湛水散布）
移植３日～ノビ
エ３葉期まで
（ただし移植後
30日まで）／１

　
ウ
　
移
植
栽
培

(ア)
初
期
処
理
剤

一年生雑草、マツバイ、ホ
タルイ、ミズガヤツリ、ウ
リカワ、ヒルムシロ、セリ



水稲

800～1000ml － 10ａ当たり100～150ﾘｯﾄﾙ
の水に溶き、噴霧機等で
散布する。

200～500ml － （通常散布）10ａ当たり
50～100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、
噴霧機等で散布する。
（少量散布）10ａ当たり
25～50ﾘｯﾄﾙの水に溶き、

500～1000ml 専用ノズルで散布する。

200～500ml

１kg 壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深２cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深２cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深1.5 本田に入って原液のまま
cm／日以下） 容器を振って散布する。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
早期： 本田に入って原液のまま
（減水深1cm 容器を振って散布する。
／日以下）
普通期：
（減水深1.5
cm／日以下）

砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深２cm 本田に入って小包装のま
／日以下） ま10ａ当たり10個の割合

で均等に投げ入れる。

砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深２cm 本田に入って小包装のま
／日以下） ま10ａ当たり10個の割合

で均等に投げ入れる。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回（育苗箱散布は１回、
本田では２回）、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ１葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ発生始期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、極端な浅植、軟弱苗では使用しない。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ、ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とする。
2.散布後４日間は水深３～５cmを保つ。
3.田植直後からノビエ１葉期までに使用する。
4.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ1葉期、ﾎﾀﾙｲ発生始期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmを保つ。
4.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ関係成分を含む農薬の総使用回数は１回（水田刈跡と耕起前は合わせて１
回）とする。
2.散布薬量・散布水量は、雑草の大きさによって所定範囲内で加減する。
3.ｽｽｷ、ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ､ﾏﾙﾊﾞﾂﾕｸｻに使用する場合は、所定範囲の多めの薬量を使用す
る。
4.雑草が大きくなると効果が劣るので、早めに散布する。
5.多年生雑草に対しては、複数年継続防除が必要。
6.付近の作物にかからないようにする。
7.散布後１時間以内の降雨は効果を減ずるので、天候をよく見きわめてから散布す
る。
8.散布後２～７日で効果が発現し、効果完成までさらに日数を要する。
9.展着剤の加用は必要ない。

1.ｼﾞｸﾜｯﾄ、ﾊﾟﾗｺｰﾄを含む農薬の総使用回数はそれぞれ１回、２回以内とする。
2.散布薬量・散布水量は雑草の大きさによって所定範囲内で加減する。
3.雑草が乾いてから十分付着するように散布する。
4.付近の作物にかからないようにする。
5.展着剤の加用の必要はないが、加用する場合には非イオン系展着剤を使用する。
（農業用展着剤の項を参照。）

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、３回
（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ1.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

小包装10個
（250g）

1.ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生期、セリ再生前～始、藻
類発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜは３葉期、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈15㎝まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗ
は発生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

小包装10個
（300g）



水稲

ガンガン豆つぶ２５０ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～９
ピリミスルファン　      2.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
フェノキサスルホン 　   8.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 ミズガヤツリ、ヒルムシ

果を示す。 ロ、（オモダカ）、（クロ
グワイ）、セリ、（コウキ
ヤガラ）

クサトリエースＬジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～７
カフェンストロール      7.0% 型除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
ダイムロン             15.0% ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ベンスルフロンメチル    1.7% ロ）、(セリ）、（オモダ

カ）、（クログワイ）、（
藻類)、(表層はく離)

クラッシュＥＸジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～７
イマゾスルフロン        1.8% 型除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
カフェンストロール      4.2% ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ダイムロン             20.0% ロ）、（セリ）、（藻類）

（表層はく離)

ゴウワンＤＬジャンボ 非ホルモン型・ホルモン 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植直後～７
オキサジクロメホン     0.86% 型混合の吸収移行性除草 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布） 日／１
クロメプロップ　   　　 4.3% 剤である。 ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ダイムロン　　　        6.4% ＳＵ剤抵抗性アゼナ、ホ ロ）、（セリ）、（藻類）
ブロモブチド　   　     8.6% タルイにも効果を示す。 （表層はく離）

ベンスルフロンメチル　 0.73%

サスケ－ラジカルジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～７
カフェンストロール     10.5% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布） 日／１
シクロスルファムロン　 2.25% ＳＵ剤抵抗性ホタルイに ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ダイムロン　　         22.5% も効果を示す。 ロ）、（セリ）、（クログ
ベンゾビシクロン　   　10.0% ワイ）、（オモダカ）、（

藻類）、（表層はく離）

シーゼットフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植直後～５日
ピリブチカルブ          5.7% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （原液湛水散 ／１
ブロモブチド           10.0% ＳＵ剤抵抗性アゼナ、ホ ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ベンゾフェナップ       12.0% タルイにも効果を示す。 ロ）

ネビロス－ラジカルジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～７
カフェンストロール     15.0% 型除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布） 日／１
シクロスルファムロン    3.0% ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ダイムロン             30.0% ロ）、（オモダカ）、（ク

ログワイ）、（藻類）、（
表層はく離)

ミスターホームランＤ 非ホルモン型・ホルモン 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後３～７
　　　　　　　　　Ｌジャンボ 型混合の吸収移行性除草 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布） 日／１
オキサジクロメホン      1.2% 剤である。 ミズガヤツリ、（ヒルムシ
クロメプロップ　　   　 7.0% ＳＵ剤抵抗性アゼナ、ホ ロ）、（セリ）、（藻類）
ダイムロン　　          9.0% タルイにも効果を示す。 （表層はく離)
ベンスルフロンメチル　 1.02%

作物 農　 薬 　名 処理法
使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準

移植後３日～ノ
ビエ2.5葉期

（ただし移植後
30日まで）／１

（湛水散布）
　

(イ)
初
期
一
発
処
理

移植後３～10日
（ノビエ２葉期
まで）／１

（湛水散布）

移植後３日～ノ
ビエ２葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

（湛水散布）

移植直後～ノビ
エ２葉期（ただ
し移植後30日ま
で）／１

移植後３日～ノ
ビエ２葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ1.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

移植後３日～ノ
ビエ２葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

移植直後～ノビ
エ２葉期（ただ
し移植後30日ま
で）／１

対象雑草名特　　性



水稲

砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深２cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

早期： 湛水して畦畔からまたは
埴壌土～埴土 本田に入って小包装のま
（減水深１㎝ ま10ａ当たり10個の割合
／日以下） で均等に投げ入れる。
普通期：
壌土～埴土
（減水深1.5

㎝／日以下）
壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深1.5 本田に入って小包装のま
㎝／日以下） ま10ａ当たり10個の割合

で均等に投げ入れる。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
本田に入って小包装のま
ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
本田に入って小包装のま
ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

0.8～１ﾘｯﾄﾙ 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深２cm 本田に入って原液のまま
／日以下） 容器を振って散布する。

小包装10個 早期： 湛水して畦畔からまたは
壌土～埴土 本田に入って小包装のま
（減水深１㎝ ま10ａ当たり10個の割合
／日以下） で均等に投げ入れる。
普通期：
砂壌土～埴土
（減水深1.5
㎝／日以下）

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
本田に入って小包装のま
ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

250g 1.ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生期、セリ再生前～始、藻
類発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.豆つぶ剤の散布上の注意事項を参照。

小包装10個
（500g）

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、１回、
３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmを保つ。
4.カフェンストロールを含む剤は補植苗での薬害が著しいので、補植後５日はあけ
る。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ､ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内
とする。
2.ﾉﾋﾞｴ1.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmを保つ。
4.代かきから田植までの期間が長い場合は、早めに散布する。
5.水口施用の場合は、入水時に本剤を水口に施用し、流入水とともに水面全面に拡
散させる。処理後湛水深３～５cmに達した時に必ず水を止め、田面水があふれない
ように注意する。
6.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ、ｼｸﾛｽﾙﾌｧﾑﾛﾝ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ１回、２回、
３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmを保つ。
4.カフェンストロールを含む剤は補植苗での薬害が著しいので、補植後５日はあけ
る。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞ
れ２回、２回、３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

小包装10個
（300g）

1.ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ１回、３回
（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmを保つ。
4.カフェンストロールを含む剤は補植苗での薬害が著しいので、補植後５日はあけ
る。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回
数はそれぞれ２回、２回、３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回、２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ、ｼｸﾛｽﾙﾌｧﾑﾛﾝ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞ
れ１回、２回、３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。



水稲

アトカラＳジャンボＭＸ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
セカンドショットＳジャンボＭＸ 型除草剤である。
アジムスルフロン　0.36% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、
ペノキススラム　0.36% コナギに効果を示す。
メソトリオン　　　　　　2.0%

イッポンＤ１キロ粒剤５１ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
ダイムロン              4.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ピラクロニル            2.0% ＳＵ剤抵抗性ホタルイに ミズガヤツリ、（クログワ
ブロモブチド  　　      6.0% も効果を示す。 イ）、（オモダカ）、（ヒ
ベンスルフロンメチル　 0.51% ルムシロ）、（セリ）、（

藻類）、（表層はく離）

イネキング１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
クサバルカン１キロ粒剤 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ピラクロニル　          2.0% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（オモダカ
ピラゾレート      　   10.0% コナギ、アゼナ、オモダ ）、（クログワイ）、（ヒ
ベンゾビシクロン　      2.0% カに効果を示す。 ルムシロ）、（藻類）、（

表層はく離）

イネキングフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
クサバルカンフロアブル 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ピラクロニル　          3.6% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（オモダカ
ピラゾレート      　   20.0% コナギ、アゼナに効果 ）、（クログワイ）、（ヒ
ベンゾビシクロン　      4.0% を示す。 ルムシロ）

イネキングジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
クサバルカンジャンボ 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ピラクロニル　          4.0% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（オモダカ
ピラゾレート      　   20.0% コナギ、アゼナ、オモダ ）、（クログワイ）、（ヒ
ベンゾビシクロン　      4.0% カに効果を示す。 ルムシロ）、（藻類）、（

表層はく離）

ウィナー１キロ粒剤５１ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
イプフェンカルバゾン  2.5% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ブロモブチド　　　　  9.0% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（クログワ
ベンスルフロンメチル 0.51% コナギ、アゼナにも効果 イ）、（オモダカ）、（ヒ

を示す。 ルムシロ）、（セリ）、
（藻類）、（表層はく離）

ウィナーＬフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植直後～９
イプフェンカルバゾン  5.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
ブロモブチド　　　　 18.0% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ベンスルフロンメチル　1.0% コナギ、アゼナにも効果 ロ）、（セリ）、（クログ

を示す。 ワイ）、（オモダカ）、（
藻類）、（表層はく離）

ウィナーＬジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
イプフェンカルバゾン  　5.0% 性除草剤である。
ブロモブチド　　　　　 18.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
ベンスルフロンメチル 　1.02% 効果を示す。

移植直後～９
日／１

（田植同時散
布機で施用ま
たは湛水散
布）

（湛水散布）

移植時（田植同時散
布）または移植直後

～９日／１

移植時（田植同時散
布）または移植直後

～９
日／１

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

（田植同時散
布機で施用ま
たは湛水散
布）

移植後14日～ノ
ビエ3.5葉期
（ただし、収穫
45日前まで）／
１

移植直後～９日／１

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、オモダカ、ヘラオモダ
カ、クログワイ、セリ、シ
ズイ、コウキヤガラ

移植後20日～ノビエ
３葉期（ただし、収
穫45日前まで）／１

（湛水散布）

移植時田植同時
散布または移植
直後～ノビエ
2.5葉期（ただ
し移植後30日ま
で）／１

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

（湛水散布）

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

（湛水散布）

（原液湛水散
布）

移植時（田植同時散
布）または移植直後

～９日／１

（湛水散布）
移植後１日～ノ
ビエ2.5葉期

（ただし移植後
30日まで）／１

移植後１日～９
日／１

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

(ウ)
初
・
中
期
一
発
処
理
剤

処理法
使用時期／回数

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、（オモダカ）、（クロ
グワイ）、セリ、アオミド
ロ・藻類による表層はく離

本県の使用基準 農薬使用基準
作物



水稲

小包装20個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（500g） （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日以下） ま10a当たり20個の割合
で均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
で施用または湛水して、
手まきもしくは散粒機等
で均一に散布する。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
で施用または湛水して、
手まきもしくは散粒機等
で均一に散布する。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
本田に入って原液のまま
容器を振って散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(500g) 本田に入って小包装のま

ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
で施用または湛水して、
手まきもしくは散粒機等
で均一に散布する。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
本田に入って原液のまま
容器を振って散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(500g) （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

1.ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝﾞ、ﾍﾞﾉｷｽｽﾗﾑ、ﾒｿﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ１回、２回、
２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ３葉期、ホタルイ草丈10㎝まで、ウリカワ４葉期まで、ミズガヤツリ草丈15
㎝まで、ヒルムシロ発生盛期まで、オモダカ矢じり葉３葉期まで、クログワイ・コ
ウキヤガラは草丈20㎝までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深５～６㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生期、ｾﾘ再生前～再生始期
までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２
回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾘｶﾜ2葉期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生期、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表
層はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期、ｵﾓﾀﾞｶ､ｸﾛｸﾞﾜｲ発生始期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生
期、ｾﾘ再生前～再生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、極端な浅植、軟弱苗では使用しない。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３
回（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回、２回、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、極端な浅植、軟弱苗では使用しない。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２
回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾘｶﾜ2葉期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期、ｵﾓﾀﾞｶ､ｸﾛｸﾞﾜｲ発生始期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生
期、ｾﾘ再生前～再生始期、ｱｵﾐﾄﾞﾛ、藻類による表層はく離は発生前までに使用す
る。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２
回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾘｶﾜ2葉期、、ｸﾛｸﾞﾜｲ､ｵﾓﾀﾞｶは発生前～発生始、ﾋ
ﾙﾑｼﾛ発生期、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項



水稲

ウィニングランジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ　5.0％ 性除草剤である。
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ　18.0％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも
ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ　1.5％ 効果を示す。

ウィニングラン１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾝ　2.5％ 性除草剤である。
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ　9.0％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも
ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ　0.75％ 効果を示す。

エンペラー１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ピラクロニル　2.0% 性除草剤である。
ピリミノバックメチル　0.75% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
フェンキノトリオン　3.0% 効果を示す。

エンペラージャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ピラクロニル　8.0% 性除草剤である。
ピリミノバックメチル　3.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
フェンキノトリオン　12.0% 効果を示す。

エンペラー豆つぶ２５０ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ピラクロニル　8.0% 性除草剤である。
ピリミノバックメチル　13.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
フェンキノトリオン　12.0% 効果を示す。

カチボシ１キロ粒剤５１ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
イプフェンカルバゾン  　2.5% 性除草剤である。
テフリルトリオン　　　　　 2.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
ベンスルフロンメチル 　0.51% 効果を示す。

カチボシＬフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
イプフェンカルバゾン  　5.0% 性除草剤である。
テフリルトリオン　　　　　 4.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
ベンスルフロンメチル 　1% 効果を示す。

（湛水散布）

（原液湛水散
布）

移植時（田植同時）
または移植直後～９
日／１

移植時または移
植直後～ノビエ

2.5葉期

一年生雑草、マツバイ、ホ
タルイ、ヘラオモダカ、ミ
ズガヤツリ、ウリカワ、オ
モダカ、クログワイ、シズ
イ、ヒルムシロ、セリ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

移植時（田植同時）
または移植直後～ノ
ビエ２.５葉期　但
し、移植後３０日ま
で

（湛水散布）

移植時（田植同時）
または移植直後～11
日／１

(ウ)
初
・
中
期
一
発
処
理
剤

移植直後～９日／１ 移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし、移植後30

日まで）

移植直後～11日／１ 移植直後～ノビ
エ３葉期（ただ
し、移植後30日

まで）

移植直後～ノビ
エ３葉期（ただ
し、移植後75日

まで）

移植時または移
植直後～ノビエ
３葉期（ただ

し、移植後30日
まで）

（田植同時散
布機で施用ま
たは湛水散
布）

移植時（田植同
時）または移植
直後～ノビエ
２.５葉期　但
し、移植後３０
日まで

（田植同時散
布機で施用ま
たは湛水散
布）

処理法
使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準

（湛水散布）
移植直後～ノビエ２.
５葉期　但し、移植
後３０日まで

移植直後～ノビ
エ２.５葉期

但し、移植後３
０日まで

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ミズガヤツ
リ、ウリカワ、クログワ
イ、オモダカ、ヒルムシ
ロ、セリ、アオミドロ・藻
類による表層はく離

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、オモダカ、ヘラオモダ
カ、クログワイ、セリ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、オモダカ、ヘラオモダ
カ、クログワイ、セリ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

一年生雑草、マツバイ、ホ
タルイ、ヘラオモダカ、ミ
ズガヤツリ、ウリカワ、オ
モダカ、クログワイ、シズ
イ、ヒルムシロ、セリ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名作物

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、オモダカ、ヘラオモダ
カ、クログワイ、セリ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、オモダカ、クログワ
イ、セリ、アオミドロ・藻
類による表層はく離

移植直後～11日／１
（湛水散布、
湛水周縁散
布、水口施用
または無人航
空機による散
布）



水稲

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(500g) （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深２cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深２cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（250g） （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水散布の場合は田面に
（250g） （減水深２cm 散布、湛水周縁散布の場

／日未満） 合は水田周縁部に帯状に
散布する。水口施用の場
合はあらかじめ１～２㎝
程度水深を確保した状態
で入水時に本剤を水口施
用し、流入水とともに水
田全面に拡散させ、施用
後田面水が通常の湛水状
態に達した時に必ず水を
止め、田面水があふれ出
ないよう注意する。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深２cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深２cm 本田に入って原液のまま
／日未満） 容器を振って散布する。

1.ｲﾌﾞﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期まで、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｵﾓﾀﾞｶは発生前
から発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻
類による表層はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾞﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期まで、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｵﾓﾀﾞｶは発生前
から発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻
類による表層はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
3.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｱｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内
とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは５葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳｷﾔｶﾞ
ﾗは発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層
はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深５～６㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｱｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内
とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは５葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳｷﾔｶﾞ
ﾗは発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層
はく離は発生前までに使用する。
3.湛水散布、湛水周縁散布はやや深めの湛水（水深５～６㎝）にして水の出入りを
止める。
4.散布後３～４日間は水深５～６㎝を保つ。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
6.藻類・表層はく離などの水田浮遊物が多い場合は拡散が不十分になるおそれがあ
るので、周縁散布または水口施用を避け、本田内で水田全面に散布する。
7.水口に対して風速５ｍ／sを超える向かい風が吹いている場合は拡散が不十分にな
るおそれがあるため、水口施用を避ける。

1.ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｱｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内
とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは５葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲは発生前、ｵﾓﾀﾞ
ｶ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生盛期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類に
よる表層はく離は発生盛期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植え、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
3.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植え、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
4.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。



水稲

カチボシＬジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
イプフェンカルバゾン  　8.3% 性除草剤である。
テフリルトリオン　　　　　 6.7% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
ベンスルフロンメチル 　1.7% 効果を示す。

キクトモ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
カフェンストロール      3.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ジメタメトリン　　 0.60% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ダイムロン　　          9.0% コナギ、アゼナにも効果 ロ）、アオミドロ、藻類、
ベンゾビシクロン        3.0% を示す。 表層はく離

藻類に効果が高い。

キマリテ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
イプフェンカルバゾン　2.5% 性除草剤である。
テフリルトリオン　3.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも

効果を示す。

銀河ジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ダイムロン　25.0% 性除草剤である。
ピラクロニル　5.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも
メタゾスルフロン　2.5% 効果を示す。

クサトッタ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
（スラッシャ１キロ粒剤） 性除草剤である。
ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ　　　 0.60％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄﾞ　　　12.0％ 果を示す。
ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ　　　4.5％
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ　　　6.0％

コメット１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
テフリルトリオン　　 　 2.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ピラクロニル　　　　 　 2.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 ミズガヤツリ、（オモダカ
メタゾスルフロン　　　 0.60% 果を示す。 ）、（クログワイ）、（ヒ

ルムシロ）、（セリ）

サラブレッドGO１キロ粒剤 土壌処理
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ　0.9％
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ　0.6％
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ　1.0％
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ　9.0％

サラブレッドGOフロアブル 土壌処理
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ　1.7％
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ　1.1％
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ　1.9％
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ　16.7％

（田植同時散
布機で施用、
湛水散布）

（湛水散布）

（湛水散布）

（田植同時散
布機で施用ま
たは湛水散
布）

使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準
処理法

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし、移植後30
日まで）／１

移植時または移
植直後～ノビエ
2.5葉期（ただ
し移植後30日ま

で）／１

移植時（田植同時散
布）または移植直後
～11日／１

移植時または移
植直後～ノビエ
３葉期（ただ
し、収穫30日前
まで）

（田植同時散
布機で施用、
湛水散布）

移植後５～11日／１ 移植後５日～ノ
ビエ３葉期まで
（ただし、収穫
60日前まで）

移植時または移
植直後～ノビエ
２葉期（ただし
移植後30日ま
で）／１

移植時または移植直
後～ノビエ２葉期
（ただし移植後30日

まで）／１

移植時または移植直
後～ノビエ2.5葉期
（ただし移植後30日
まで）／１

移植時または移植直
後～ノビエ2.5葉期
（ただし移植後30日

まで）／１

移植直後～９日／１

 移植時（田植同時散
布）または移植直後

～９日／１

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

 移植後５～９日／１

移植時または移
植直後～ノビエ
2.5葉期（ただ
し移植後30日ま
で）／１

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヘラオモダ
カ、ヒルムシロ、セリ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

非ホルモン型の吸収移行
性・除草剤である。ＳＵ
剤抵抗性雑草にも効果を
示す。

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヘラオモダ
カ、ヒルムシロ、セリ、オ
モダカ、クログワイ、コウ
キヤガラ、アオミドロ・藻
類による表層はく離

作物

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ミズガヤツリ、ウリカ
ワ、クログワイ、オモダ
カ、ヒルムシロ、セリ、シ
ズイ、コウキヤガラ、アオ
ミドロ・藻類による表層は
く離

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ミズガヤツ
リ、ウリカワ、クログワ
イ、オモダカ、ヒルムシ
ロ、セリ、アオミドロ・藻
類による表層はく離

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ミズガヤツリ、ウリカ
ワ、クログワイ、オモダ
カ、ヒルムシロ、セリ、シ
ズイ

対象雑草名

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、セリ、オモダカ、クロ
グワイ、コウキヤガラ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

（湛水散布）

(ウ)
初
・
中
期
一
発
処
理
剤

農　 薬 　名 特　　性

（田植同時散
布機で施用、
湛水散布）

（田植同時散
布機で施用、
原液湛水散
布）

非ホルモン型の吸収移行
性・除草剤である。ＳＵ
剤抵抗性雑草にも効果を
示す。



水稲

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（300g） （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深2cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深２cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（400g） （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深２cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日未満） る。

１kg 壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深２cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って原液のまま
／日以下） 容器を振って散布する。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝを含む農薬の総使用回数は３回（育苗箱散布は１
回、本田では２回）、２回、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは３葉期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期ま
で、ｵﾓﾀﾞｶは矢尻葉３葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは草丈30㎝まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類に
よる表層はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深５～６㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾞﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期まで、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｵﾓﾀﾞｶは発生前
から発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻
類による表層はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深５～６㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ･ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期まで、
ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ、ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶは５葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈15㎝まで、ﾋﾙﾑｼ
ﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生始期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始
期、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生前に使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ﾃﾌﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは３葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｵﾓﾀﾞｶは発生始期まで、ﾋﾙﾑｼ
ﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ、ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶは５葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈15㎝まで、ﾋﾙﾑｼ
ﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生始期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始
期、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生前に使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ、ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
１回、２回、３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・
藻類による表層はく離は発生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄﾞ、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは２葉期まで、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶは発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期ま
で、ｾﾘは再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生前に使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。



水稲

サラブレッドGOジャンボ 土壌処理
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ　2.25％
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ　1.5％
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ　2.5％
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ　22.5％

サラブレッドGO400FG 土壌処理
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ　2.25％
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ　1.5％
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ　2.5％
ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ　22.5％

サラブレッドＲＸフロアブル 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後５～９
イマゾスルフロン      　1.7% イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
オキサジクロメホン　    1.2% ミズガヤツリ、（ヒルムシ
クロメプロップ　　      6.6% ロ）、（クログワイ）、（
ダイムロン　　　　　    9.5% セリ）、（藻類）、（表層

はく離）

ジェイフレンド１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
オキサジクロメホン　0.3% 性除草剤である。
テフリルトリオン　3.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ピラクロニル　2.0% 果を示す。

ジェイフレンドジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
オキサジクロメホン　0.75% 性除草剤である。
テフリルトリオン　7.5% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ピラクロニル　5.0% 果を示す。

シェリフ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後７～11
イマゾスルフロン       0.90% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
シハロホップブチル　　　1.8% ＳＵ剤抵抗性アゼナにも ミズガヤツリ、藻類、表層
ジメタメトリン　       0.60% 効果を示す。 はく離、（ヒルムシロ）、
プレチラクロール        4.5% （クログワイ）、（オモダ

カ）、（セリ）

シリウスエグザ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
オキサジクロメホン　　 0.40% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ピラクロニル　　　　 　 2.0% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（オモダカ
ピラゾスルフロンエチル 0.30% コナギ、アゼナにも効果 ）、（クログワイ）、（ヒ
ベンゾビシクロン        2.0% を示す。 ルムシロ）、（セリ）、（

藻類）、（表層はく離）

シリウスエグザジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
オキサジクロメホン 　　 1.4% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ピラクロニル　　　　 　 6.6% ＳＵ剤抵抗性ホタルイ、 ミズガヤツリ、（オモダカ
ピラゾスルフロンエチル  1.0% コナギ、アゼナにも効果 ）、（クログワイ）、（ヒ
ベンゾビシクロン        6.7% を示す。 ルムシロ）、（セリ）

使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準

（湛水散布）

 移植時（田植同時散
布）または移植直後

～９日／１

 移植直後～９
日／１

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

移植時（田植同時散
布）または移植直後
～11日／１

移植後５～11日／１ 移植後５日～ノ
ビエ３葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

（湛水散布）

移植時～ノビエ
３葉期（ただし
移植後30日ま
で）／２

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名 処理法

（原液湛水散
布）

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

移植直後～ノビエ2.5
葉期（ただし移植後
30日まで）／１

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

(ウ)
初
・
中
期
一
発
処
理
剤 非ホルモン型の吸収移行

性・除草剤である。ＳＵ
剤抵抗性雑草にも効果を
示す。

ＳＵ剤抵抗性アゼナ、ホ
タルイにも効果を示す。

非ホルモン型・ホルモン
型混合の吸収移行性除草
剤である。

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ミズガヤツリ、ウリカ
ワ、ヒルムシロ、セリ、オ
モダカ、クログワイ

非ホルモン型の吸収移行
性・除草剤である。ＳＵ
剤抵抗性雑草にも効果を
示す。

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、セリ、オモダカ、クロ
グワイ、コウキヤガラ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、セリ、オモダカ、クロ
グワイ、コウキヤガラ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

移植直後～ノビエ2.5
葉期（ただし移植後
30日まで）／１

作物

（湛水散布、
湛水周縁散
布）

移植後５日～ノ
ビエ３葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

（湛水散布）

（田植同時散
布機で施用ま
たは湛水散
布）

（湛水散布）

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

（湛水散布）

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ミズガヤツリ、ウリカ
ワ、ヒルムシロ、セリ、オ
モダカ、クログワイ



水稲

小包装10個 砂壌土～埴土
(400g) （減水深2cm

／日未満）

400g 砂壌土～埴土
（減水深2cm
／日未満）

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
本田に入って原液のまま
容器を振って散布する。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深２cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（400g） （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

１kg 壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
早期： 散粒機等で均一に散布す
（減水深1cm る。
／日以下）
普通期：
（減水深2cm
／日以下）

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深2cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(300g) （減水深2cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

散 布 方 法

湛水して畦畔からまたは本
田に入って小包装のまま
10a当たり10個の割合で均
等に投げ入れる。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾋﾙｳﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から
再生始期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生前から発生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田では使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそ
れぞれ２回、２回、１回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ･ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期まで、
ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

使 用 上 の 注 意 事 項

湛水して畦畔に沿って一周
し、数回に分けて手まきで
散布する。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ、ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈15㎝まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再
生始期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生始期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類に
よる表層はく離は発生前に使用する。
3．水の出入りを止め5～6cmの湛水状態に保って散布する（最も浅いところでも4～
5cm以上の水深にする）。
4.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、極端な深水、浮き苗が多い水田は使用
を避ける。
6.風がある場合は、風下からの散布は行わないようにする。
7.藻類や稲ワラ等の吹寄せの上に散布しない。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾋﾙｳﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から
再生始期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生前から発生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深５～６㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田では使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
２回、２回、２回、３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそ
れぞれ２回、２回、１回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ･ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期まで、
ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生前ま
でに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ、ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈15㎝まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再
生始期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生始期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類に
よる表層はく離は発生前に使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、極端な深水、浮き苗が多い水田は使用
を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ、ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞ
れ２回、３回、２回、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ３葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。



水稲

シロノックＬジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 移植後５～９
カフェンストロール      7.1% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 日／１
ダイムロン　　　　　　 14.3% ＳＵ剤抵抗性ホタルイに ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ベンスルフロンメチル　  1.5% も効果を示す。 ロ）、（セリ）、（クログ
ベンゾビシクロン　　　　5.7% ワイ）、（オモダカ）、（

藻類）、（表層はく離）

ジェイソウルジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
シクロピリモレート　6.7％ 性除草剤である。
ピラゾレート　13.3% ＡＬＳ阻害剤剤抵抗性雑
フェントラザミド　6.7% 草にも効果を示す。

ジェイソウル１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
シクロピリモレート　3.0％ 性除草剤である。
ピラゾレート　6.0% ＡＬＳ阻害剤剤抵抗性雑
フェントラザミド　3.0% 草にも効果を示す。

ジェイソウルフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
シクロピリモレート　5.5％ 性除草剤である。
ピラゾレート　11.0% ＡＬＳ阻害剤剤抵抗性雑
フェントラザミド　4.5% 草にも効果を示す。

ツルギフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
イプフェンカルバゾン　5.0% 性除草剤である。 （原液湛水散
イマゾスルフロン　1.8% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ベンゾビシクロン　4.0% 果を示す。

セイテンジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理 同左
オキサジクロメホン 2.4% 性除草剤である。 （湛水散布）
ジメタメトリン 2.4% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効

フェンキノトリオン 12.0% 果を示す。
ベンスルフロンメチル 3.0%

セイテン1キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理 同左
オキサジクロメホン 0.80% 性除草剤である。 （湛水散布）
ジメタメトリン 0.60% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効

フェンキノトリオン 3.0% 果を示す。
ベンスルフロンメチル 0.75%

トップガンＲ豆つぶ２５０ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ピリミノバックメチル    　　1.8% 性除草剤である。 （湛水散布）
ブロモブチド　36.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ベンスルフロンメチル 3.0% 果を示す。
ペントキサゾン　  8.0%

移植時（田植同時散
布）または移植直後
～９日／１

移植後３日～ノ
ビエ2.5葉期

（ただし移植後
30日まで）／１

 移植直後～９日／１

 移植直後～９日／１

 移植直後～９日／１

移植直後～ノビエ2.5
葉期（ただし、移植
後30日まで）

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、クログワイ、セリ、シ
ズイ、藻類、表層はく離

（湛水散布）

農　 薬 　名作物

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ミズガヤツリ、うりか
わ、ヒルムシロ、セリ、オ
モダカ、クログワイ

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、クログワイ、セリ、シ
ズイ、藻類、表層はく離

対象雑草名特　　性

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

移植時～ノビエ
2.5葉期（ただ
し移植後30日ま

で）／１

本県の使用基準 農薬使用基準

使用時期／回数
処理法

移植後１日～９日／
１

（原液湛水散
布）

（田植同時散
布機で施用ま
たは湛水散
布）

移植直後～ノビエ2.5
葉期（ただし、移植
後30日まで）

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

移植後１日～ノ
ビエ2.5葉期

（ただし移植後
30日まで）／１

（湛水散布）

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ウリカワ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、クログワイ、セリ、シ
ズイ、藻類、表層はく離

ウリカワ、オモダカ、クロ
グワイ、コウキヤガラ、セ
リ、ヒルムシロ、ヘラオモ
ダカ、ホタルイ、マツバ
イ、ミズガヤツリ、一年生
雑草アオミドロ・藻類によ

る表層はく離

ウリカワ、オモダカ、クロ
グワイ、コウキヤガラ、セ
リ、ヒルムシロ、ヘラオモ
ダカ、ホタルイ、マツバ
イ、ミズガヤツリ、一年生
雑草アオミドロ・藻類によ

る表層はく離

(ウ)
初
・
中
期
一
発
処
理
剤

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
オモダカ、ヘラオモダカ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、クログワイ、シズイ、
セリ、藻類、表層はく離



水稲

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（350ｇ） 本田に入って小包装のま

ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（450ｇ） （減水深2cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深2cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って原液のまま
／日未満） 容器を振って散布する。

500ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って原液のまま
／日未満） 容器を振って散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って小包装のま
／日未満） ま10ａ当たり10個の割合

で均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深2cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

250g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日未満） る。

1.ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰﾄ、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ、ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２
回、１回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは発生前～発生始期ま
で、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層は
く離は発生前までに使用する。
3.ホタルイの多発生条件下では効果の劣る場合がある。
4.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
6.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰﾄ、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ、ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２
回、１回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは３葉期まで、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは発生前
～発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類
による表層はく離は発生前までに使用する。
3.ホタルイの多発生条件下では効果の劣る場合がある。
4.散布後３～４日間は水深５～６㎝を保つ。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
6.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞ
れ１回、３回（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。
5.カフェンストロールを含む剤は補植苗での薬害が著しいので、補植後５日はあけ
る。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数は２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ、ｳﾘｶﾜは2葉期、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶは1葉期、ｵﾓﾀﾞｶ、ｸﾛｸﾞﾜｲ、ｺｳｷﾔｶﾞﾗは
発生始まで、ﾐｽﾞｶﾔﾂﾘは草丈10cmまで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｱｵﾐﾄﾞ
ﾛ・藻類による表層はく離は発生までに使用する。
3.５～６㎝湛水下で散布し、散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰﾄ、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ、ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２
回、１回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは発生前～発生始期ま
で、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層は
く離は発生前までに使用する。
3.ホタルイの多発生条件下では効果の劣る場合がある。
4.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
6.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

本県での
適用土壌

10ａ当たり
使用薬量

1.ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ、ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２
回、２回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生前から
発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期まで、ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生
始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ、ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそ
れぞれ２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2,5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期ま
で、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生
前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数は２回
以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ、ｳﾘｶﾜは2葉期、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶは1葉期、ｵﾓﾀﾞｶ、ｸﾛｸﾞﾜｲ、ｺｳｷﾔｶﾞﾗは
発生始まで、ﾐｽﾞｶﾔﾂﾘは草丈10cmまで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｱｵﾐﾄﾞ
ﾛ・藻類による表層はく離は発生までに使用する。
3.５～６㎝湛水下で散布し、散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。



水稲

トップガンＲ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ピリミノバックメチル    　　0.45% 性除草剤である。 （湛水散布）
ブロモブチド　9.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ベンスルフロンメチル 0.75% 果を示す。
ペントキサゾン　  2.0%

トップガンＲジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
ピリミノバックメチル    　　1.8% 性除草剤である。 （湛水散布）
ブロモブチド　36.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ベンスルフロンメチル 3.0% 果を示す。
ペントキサゾン　  8.0%

ナギナタジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
オキサジクロメホン　    1.6% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布）
ピリミスルファン　      2.2% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ベンゾビシクロン　     12.0% 果を示す。 ロ）、（セリ）、（オモダ

イボクサ、アシカキにも カ）、（クログワイ）、（
効果を示す。 コウキヤガラ）、（表層は

く離）

ナギナタ豆つぶ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
オキサジクロメホン　    1.6% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布）
ピリミスルファン　      2.2% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ベンゾビシクロン　     12.0% 果を示す。 ロ）、（セリ）、（オモダ

イボクサ、アシカキにも カ）、（クログワイ）、（
効果を示す。 コウキヤガラ）、（表層は

く離）

バッチリジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理
イマゾスルフロン       2.25% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布）
ピラクロニル　          5.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 ミズガヤツリ、（オモダカ
ブロモブチド         　22.5% 果を示す。 ）、（クログワイ）、（ヒ

ルムシロ）、（セリ）

バッチリＬＸジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草、マツバ 土壌処理
イマゾスルフロン       2.25% 性除草剤である。 （湛水散布）
オキサジクロメホン　0.75% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ピラクロニル　          5.0% 果を示す。
ブロモブチド         　22.5%

フルパワーＭＸジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
センイチＭＸジャンボ 性除草剤である。 （湛水散布）
ピラクロニル　4% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
フルセトスルフロン　0.4% 果を示す。
メソトリオン　　　　　　1.8%

移植後１日～ﾉﾋﾞｴ３
葉期但し収穫60日前
まで／１

移植後１日～ﾉ
ﾋﾞｴ3.5葉期但し
収穫60日前まで
／１

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

移植直後～９日／１

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ3葉期（ただ
し移植後30日ま
で）／１

移植直後～９日／１

移植直後～ノビ
エ2.5葉（ただ
し移植後30日ま
で）／１

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

 移植直後～９日／１

移植後３日～ノビエ
2.5葉（ただし移植後
30日まで）／１

水田一年生雑草、マツバ
イ、ウリカワ、ミズガヤツ
リ

移植後３日～ノ
ビエ2.5葉（た
だし移植後30日
まで）／１

移植後３日～９日／
１

移植直後～９日／１

特　　性 対象雑草名 処理法
使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準
作物

(ウ)
初
・
中
期
一
発
処
理
剤

水田一年生雑草及びマツバ
イ、ホタルイ、ウリカワ、
オモダカ、ヘラオモダカ、
ミズガヤツリ、ヒルムシ
ロ、クログワイ、シズイ、
セリ、藻類、表層はく離

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

農　 薬 　名



水稲

１kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深2cm で施用または湛水して、
／日未満） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って小包装のま
／日未満） ま10ａ当たり10個の割合

で均等に投げ入れる。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(250g) 本田に入って小包装のま

ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

250g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日未満） る。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(400g) （減水深2cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(400g) （減水深2cm 本田に入って小包装のま

／日未満） ま10a当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（500g） （減水深2cm 本田に入って小包装のま

／日以下） ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

本県での
適用土壌

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾘｶﾜ2葉期、ｵﾓﾀﾞｶ･ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛ
は発生期まで、ｾﾘは再生前～再生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、極端な深水、浮き苗が多い水田は使用
を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ、ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそ
れぞれ２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2,5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期ま
で、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生
前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾗkﾛﾆﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは２葉期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再
生期から再生始期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生前から発生始期まで、ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生
始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深５～６cmを保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、極端な深水、浮き苗が多い水田は使用
を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、
２回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ、ｸﾛｸﾞﾜｲ、ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発
生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく
離は発生前までに散布する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。

1.ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾌﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ、ﾒｿﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾎﾀﾙｲは４葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは発生始期まで、
ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは草丈10㎝まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生前から再生始期ま
で、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ、ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそ
れぞれ２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2,5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始期ま
で、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生始期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生
前までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

10ａ当たり
使用薬量

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ2回以内
とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ､ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾘｶﾜ２葉期、ｵﾓﾀﾞｶ、ｸﾛｸﾞﾜｲ、ｺｳｷﾔｶﾞﾗ発生始期、ﾋ
ﾙﾑｼﾛ発生期、ｾﾘ再生始期までに散布する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。



水稲

ベッカクジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ピリミスルファン　2.0% 性除草剤である。 （湛水散布）
フェノキサスルホン　6.0％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
フェンキノトリオン　12.0% 果を示す。

ベッカク豆つぶ２５０ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ピリミスルファン　2.0% 性除草剤である。 （湛水散布）
フェノキサスルホン　6.0％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
フェンキノトリオン　12.0% 果を示す。

ホットコンビフロアブル 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
テニルクロール　4% 性除草剤である。 （原液湛水散
ベンゾビシクロン　4% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効

果を示す。

ラオウ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ダイムロン　    6.0% 性除草剤である。 （湛水散布）
フェノキサスルホン　1.5% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
フェンキノトリオン　2.5% 果を示す。
ベンスルフロンメチル  　0.75%

ラオウジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理
ダイムロン　    24.0% 性除草剤である。 （湛水散布）
フェノキサスルホン　6.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
フェンキノトリオン　10.0% 果を示す。
ベンスルフロンメチル  　3.0%

ルンバ楽粒 非ホルモン型の吸収移行 土壌処理 同左
オキサジクロメホン 2.4% 性除草剤である。 （湛水散布）
ブロモブチド 36.0%
フロルピラウキシフェンベンジル 1.8%

植代後～移植前
７日または移植
直後～ノビエ
1.5葉期（ただ
し、移植後30日
まで）／２

移植３日後～ノ
ビエ３葉期（た
だし移植後30日
まで）

移植３日後～ノ
ビエ３葉期（た
だし移植後30日
まで）

移植後３日～11日／
１

植代後～移植前７日
または移植直後～ノ
ビエ1.5葉期（ただ
し、移植後30日ま
で）／２

移植直後～９日／１

移植直後～ノビエ2.5
葉期（ただし移植後
30日まで）/1

一年生雑草、マツバイ、ホ
タルイ、ミズガヤツリ、ウ
リカワ、ヒルムシロ、セ
リ、オモダカ

一年生雑草、多年生広葉雑
草

移植後３日～11日／
１

(ウ)
初
・
中
期
一
発
処
理
剤

一年生雑草、多年生広葉雑
草

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ミズガヤツ
リ、ヒルムシロ

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、オモダカ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、
ヒルムシロ、クログワイ、
セリ、コウキヤガラ、アオ
ミドロ・藻類による表層は
く離

移植時（田植同
時散布）または
移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日

まで）／１

移植直後～９日／１水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、オモダカ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、
ヒルムシロ、クログワイ、
セリ、コウキヤガラ

移植直後～ノビ
エ2.5葉期（た
だし移植後30日
まで）／１

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名 処理法
使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準
作物



水稲

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（250ｇ） （減水深2cm 本田に入って小包装のま

／日以下） ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

250g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

300ml 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って原液のまま
／日以下） 容器を振って散布する。

1kg 砂壌土～埴土 移植時に田植同時散布機
（減水深2cm で施用または湛水して、
／日以下） 手まきもしくは散粒機等

で均一に散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（250ｇ） （減水深2cm 本田に入って小包装のま

／日以下） ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

250g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

1.ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内と
する。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾎﾀﾙｲは４葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは矢尻葉１葉期ま
で、ｸﾛｸﾞﾜｲは草丈10㎝まで、ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再
生期まで、ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴは再生茎２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.異常高温の時、あるいは散布後数日以内に梅雨明けになるなど異常高温が予想さ
れる時は薬害の発生の恐れがあるので使用を避ける。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。

1.ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内と
する。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは３葉期まで、ﾎﾀﾙｲは４葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは矢尻葉１葉期ま
で、ｸﾛｸﾞﾜｲは草丈10㎝まで、ｺｳｷﾔｶﾞﾗは発生始期まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再
生期まで、ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴは再生茎２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.異常高温の時、あるいは散布後数日以内に梅雨明けになるなど異常高温が予想さ
れる時は薬害の発生の恐れがあるので使用を避ける。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
6.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞ
れ、２回、２回、３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴは2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ、ｳﾘｶﾜは2葉期、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈15cmまで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期、
ｾﾘは再生期、ｵﾓﾀﾞｶは発生期までに使用する。
3.５～６㎝湛水下で散布し、散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。

1.ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、３回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ1.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ﾋﾙﾑｼﾛは発生始期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.フロアブル剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
３回(育苗箱散布は1回以内､本田では2回以内）、２回、２回、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞﾜｲは発生始まで、ﾋ
ﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期まで、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層はく離は発生前まで
に使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.異常高温の時、あるいは散布後数日以内に梅雨明けになるなど異常高温が予想さ
れる時、活着遅延を生じるような異常低温の時は薬害の発生の恐れがあるので使用
を避ける。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い、植穴の戻りの悪い水田
は使用を避ける。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞれ
３回(育苗箱散布は1回以内､本田では2回以内）、２回、２回、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴは2.5葉期、ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜは2葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈10cmまで、ｵﾓﾀﾞｶ・ｸﾛｸﾞ
ﾜｲは発生始まで、ﾋﾙﾑｼﾛは発生期まで、ｾﾘは再生期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５cmを保つ。
4.異常高温の時、あるいは散布後数日以内に梅雨明けになるなど異常高温が予想さ
れる時、活着遅延を生じるような異常低温の時は薬害の発生の恐れがあるので使用
を避ける。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗、植穴の戻りの悪い水田が多い
水田は使用を避ける。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項



水稲

アトトリ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 茎葉兼土壌
ピリミスルファン　     0.75% 性除草剤である。 処理

ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 （湛水散布）
果を示す。

アトトリ豆つぶ２５０ 非ホルモン型の吸収移行 茎葉兼土壌
ピリミスルファン　     3.0% 性除草剤である。 処理

ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 （湛水散布）
果を示す。

ウィードコア１キロ粒剤 ホルモン型の吸収移行 茎葉兼土壌
ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ　0.4％ 性除草剤である。 処理
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ　0.5％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 （湛水散布）
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ　2.0％ 果を示す。

ウィードコアジャンボSD ホルモン型の吸収移行 土壌処理 同左
ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ　2.0％ 性除草剤である。 （湛水散布）
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ　2.5％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ　10.0％ 果を示す。

ウィードコア200SD粒剤 ホルモン型の吸収移行 土壌処理 同左
ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ　2.0％ 性除草剤である。 （湛水散布）
ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ　2.5％ ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ　10.0％ 果を示す。

クリンチャーバスＭＥ液剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 茎葉処理 移植後20日～
シハロホップブチル      3.0% 性除草剤で、土壌中での イ、ホタルイ、オモダカ、 ノビエ４葉期
ベンタゾンナトリウム塩 20.0% 残効は極めて短い。 クログワイ、ウリカワ、ミ まで（ただし

ズガヤツリ、キシュウスズ 収穫50日前ま
メノヒエ、（セリ） で）／２

ゲパード１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 茎葉兼土壌
ダイムロン　10.0% 性除草剤である。 処理
ピラクロニル　2.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 （湛水散布）
ベンゾビシクロン　2.0% 果を示す。
メタゾスルフロン　1.2%

移植後10日～ノビエ4
葉期（ただし、収穫
60日前まで）／２

移植後10日～ノビエ4
葉期（ただし、収穫
60日前まで）／２

一年生雑草、ホタルイ、マ
ツバイ、ミズガヤツリ、ウ
リカワ、ヒルムシロ、セリ

一年生雑草、ホタルイ、マ
ツバイ、ミズガヤツリ、ウ
リカワ、ヒルムシロ、セリ

移植後14日～ノ
ビエ４葉期（た
だし、収穫60日
前まで）／１

移植後7日～ﾉﾋﾞｴ4葉
期　但し、収穫60日
前まで

使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準

(エ)
中
・
後
期
剤

一年生雑草、キシュウスズ
メノヒエ、多年生広葉雑草

一年生雑草、多年生広葉雑
草

ノビエ、多年生広葉雑草

オモダカ、クログワイ、コ
ウキヤガラ、ノビエ、ウリ
カワ、シズイ、セリ、ヒル
ムシロ、ミズ
ガヤツリ

対象雑草名作物 農　 薬 　名 特　　性

移植後15日～ノ
ビエ５葉期まで
（ただし収穫50
日前まで）／２

移植後14日（イ
ネ５葉期以降）
～ノビエ４葉期
（ただし収穫45
日前まで）／１

移植後14日（イ
ネ５葉期以降）
～ノビエ４葉期
（ただし収穫45
日前まで）／１

移植後14日（イネ５
葉期以降）～ノビエ
４葉期（ただし収穫
45日前まで）／１

移植後20日(イネ５葉
期以降)～収穫45日前
まで／１

移植後14日～ノビエ
４葉期（ただし、収
穫60日前まで）／１

（落水散布ま
たはごく浅く
湛水して散
布）

処理法

移植後7日～ﾉﾋﾞ
ｴ4葉期　但し、
収穫60日前まで



水稲

１㎏ 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

250g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

１㎏ 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って小包装のま
／日以下） ま10ａ当たり10個の割合

で均等に投げ入れる。

200g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

1000ml 砂壌土～埴土 落水またはごく浅く湛水
（減水深1.5 した状態で、10ａ当たり
cm／日以下） 70～100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、

噴霧機等で散布する。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ、ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３
回（育苗箱散布は１回、本田では２回）、２回、３回、２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ４葉期まで、ﾎﾀﾙｲは花茎20㎝まで、ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは４葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは矢
尻葉３葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは草丈30㎝までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝ、ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数は３回、２回、３
回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲは4葉期、ﾏﾂﾊﾞｲは発生期、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈25㎝、ｳﾘｶﾜは3葉期、ﾋﾙﾑｼﾛは発生
盛期、ｾﾘは再生期までに使用する。
 3.散布後３～５日間は３～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。

1.ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝ、ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数は３回、２回、３
回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲは4葉期、ﾏﾂﾊﾞｲは発生期、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈25㎝、ｳﾘｶﾜは3葉期、ﾋﾙﾑｼﾛは発生
盛期、ｾﾘは再生期までに使用する。
 3.散布後３～５日間は３～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。

1.ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝ、ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝを含む農薬の総使用回数は３回、２回、３
回以内とする。
2.散布後３～５日間は３～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。
3.散布後に多量の降雨があると除草効果が不十分になるおそれがあるので、天候を
よく見きわめてから散布する。
4.初期剤等土壌処理除草剤との体系で使用する。

1.ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ４葉期まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは７葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは矢尻葉３葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳ
ｷﾔｶﾞﾗは草丈30㎝までに使用する。
3.散布後３～４日間は３～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。
4.散布後に多量の降雨があると除草効果が不十分になるおそれがあるので、天候を
よく見きわめてから散布する。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
6.初期剤等土壌処理除草剤との体系で使用する。

1.ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.ｵﾓﾀﾞｶは矢尻葉３葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺｳｷﾔｶﾞﾗは草丈30㎝までに使用する。
3.散布後３～５日間は３～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。
4.散布後に多量の降雨があると除草効果が不十分になるおそれがあるので、天候を
よく見きわめてから散布する。
5.初期剤等土壌処理除草剤との体系で使用する。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ、ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回、２回以内とす
る。
2.初期または一発処理剤との体系で使用する。
3.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ発生盛期～増殖中期、ｵﾓﾀﾞｶ草丈15cm以下、ｸﾛｸﾞﾜｲ草丈20cm
以下、畦畔から侵入するｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴほふく茎1ｍ以内までに使用する。
4.落水状態で散布し、３日間（浅水処理は５日間）は水の移動を行わない。
5.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
6.高温時、軟弱苗、重複散布では薬害がでやすいので注意する。
7.展着剤は使用しない。

10ａ当たり
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水稲

ソニックブームSジャンボ 非ホルモン型の吸収移行 茎葉処理 同左
サイラ（シクロピリモレート）3.0% 性除草剤である。 （湛水散布）
テフリルトリオン 4.0%
シメトリン 3.0%
ペノキススラム 1.0%

ツイゲキ豆つぶ２５０ 非ホルモン型の吸収移行 茎葉処理
シメトリン　12.0% 性除草剤である。 （湛水散布）
ピリミスルファン　3.0% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
フェンキノトリオン　10.0% 果を示す。

ツイゲキ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 茎葉処理
シメトリン　3.0% 性除草剤である。 （湛水散布）
ピリミスルファン　0.75% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効
フェンキノトリオン　2.5% 果を示す。

ツインスタージャンボ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 茎葉処理
ダイムロン　　         25.0% 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、
メタゾスルフロン    　　2.5% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 ミズガヤツリ、ヒルムシロ、

果を示す。 （クログワイ）、セリ、（
コウキヤガラ）

トドメＭＦ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 ノビエ 茎葉処理
メタミホップ　　　1.35% 性除草剤である。 （湛水散布）

バサグラン粒剤 非ホルモン型移行性の選 水田一年生雑草（イネ科を 茎葉兼土壌 移植後20～30 移植後15～55
ベンタゾンナトリウム塩 11.0% 択殺草性を有する除草剤 除く）及びマツバイ、ホタ 処理 日（ただし収 日（ただし収

で土壌中での残効期間は ルイ、ウリカワ、ミズガヤ 穫60日前 穫60日前
短い。 ツリ、オモダカ、クログワ まで）／１ まで）／１

イ、シズイ

バサグラン液剤 非ホルモン型移行性の選 水田一年生雑草（イネ科を 茎葉兼土壌
ベンタゾンナトリウム塩 40.0% 択殺草性を有する除草剤 除く）及びマツバイ、ホタ 処理

で土壌中での残効期間は ルイ、ウリカワ、ミズガヤ
短い。 ツリ、オモダカ、クログワ

コウキヤガラ、クサネム、

移植後14日（稲４葉
期以降）～ノビエ４
葉期（ただし、収穫
60日前まで）／１

移植後15日～30日
（ノビエ３葉期ま
で）（ただし収穫60

日前まで）／１

移植後14日（稲５葉
期以降）～ノビエ４
葉期まで（ただし収
穫60日前まで）／１

一年生雑草、マツバイ、ホ
タルイ、ヘラオモダカ、ミ
ズガヤツリ、ウリカワ、ク
ログワイ、オモダカ、ヒル
ムシロ、セリ、シズイ、ア
オミドロ・藻類による表層
はく離

（落水散布ま
たはごく浅く
湛水して散
布）

（落水散布ま
たはごく浅く
湛水して散
布）

移植後14日（稲
５葉期以降）～
ノビエ４葉期ま
で（ただし収穫
60日前まで）／
１

移植後14日（稲
５葉期以降）～
ノビエ４葉期ま
で（ただし収穫
60日前まで）／
１

移植14日～ノビ
エ５葉期まで
（ただし、収穫
50日前まで）／
３

処理法
使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準
農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名作物

アオミドロ、藻類による表
層はく離、一年生雑草、多
年生雑草

移植後５日～ﾉ
ﾋﾞｴ３葉期（た
だし、収穫60日
前まで） ／１

移植後15～55日
（ただし収穫50
日前まで）／２

移植14日～ノビエ５
葉期まで（ただし、
収穫50日前まで）／
３

移植後20～30日（た
だし収穫50日前ま
で）／２

移植後14日（稲５葉
期以降）～ノビエ４
葉期まで（ただし収
穫60日前まで）／１

ウリカワ、オモダカ、クロ
グワイ、コウキヤガラ、セ
リ、ヒルムシロ、ヘラオモ
ダカ、ホタルイ、マツバ
イ、ミズガヤツリ、一年生
雑草、アオミドロ・藻類に
よる表層はく離

（湛水散布）

(エ)
中
・
後
期
剤



水稲

20個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深2cm 本田に入って小包装のま
／日以下） ま10ａ当たり20個の割合

で均等に投げ入れる。

250g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
(400g) （減水深２cm 本田に入って小包装のま

／日以下） ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

３～４kg 砂壌土～埴土 落水またはごく浅く湛水
（減水深1.5 して手まきまたは散粒機
cm／日以下） 等で均一に散布する。

500～700ml 砂壌土～埴土 落水またはごく浅く湛水
（減水深1.5 した状態で、10ａ当たり
cm／日以下） 70～100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、

噴霧機等で散布する。

1.ｼｸﾛﾋﾟﾘﾓﾚｰﾄ、ｼﾒﾄﾘﾝ、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ、ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回
以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲは草丈15cm、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ、ｳﾘｶﾜは５葉期、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈25㎝、ｸﾛｸﾞﾜｲは草丈20
㎝、ｵﾓﾀﾞｶは矢じり葉４葉期、ﾋﾙﾑｼﾛは発生盛期、ｼｽﾞｲは草丈20cm、ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類に
よる表層はく離は発生初期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。

1.ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.落水直後処理とし、散布後３日間（浅水処理は５日間）は入水しない。
3.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
4.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ発生盛期～増殖中期、ｵﾓﾀﾞｶ発生盛期～発生揃期、ｸﾛｸﾞﾜｲ草
丈15cm以下までに使用する。
5.ｸﾛｸﾞﾜｲ多発田では、ｸﾛｸﾞﾜｲに有効な前処理剤との体系処理をする。

1.ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.ｸﾛｸﾞﾜｲは２回以内、その他の雑草は１回の使用とする。
3.落水して、雑草に十分かかるよう散布する。散布後３日間（浅水処理は５日間）
は入水しない。
4.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
5.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ発生盛期～増殖中期、ｵﾓﾀﾞｶ発生盛期～発生揃期、ｸﾛｸﾞﾜｲ草
丈15cm以下、ｺｳｷﾔｶﾞﾗ増殖期までに使用する。
6.ｸﾛｸﾞﾜｲ多発田では、ｸﾛｸﾞﾜｲに有効な前処理剤との体系処理をする。
7.高温時、重複散布では薬害を生じやすいので注意する。
8.展着剤の加用は必要ない。

1.ｼﾒﾄﾘﾝ、ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ４葉期まで、ｳﾘｶﾜは５葉期まで、ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈20㎝まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺ
ｳｷﾔｶﾞﾗは草丈30㎝まで、ｵﾓﾀﾞｶは矢尻葉４葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.異常高温の時、あるいは散布後数日以内に梅雨明けになるなど異常高温が予想さ
れる時は薬害の発生の恐れがあるので使用を避ける。
5.砂質土壌、漏水田、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
6.散布後に多量の降雨が予想される場合は、除草効果が低下する恐れがあるので使
用を避ける。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回（育苗箱散布は１回、
本田では２回）、２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ３葉期、ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期、ﾋﾙﾑｼﾛ発生期、セリ再生前～始までに使用す
る。
3.散布後３～５日間は３～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。
4.散布時に藻類・表層剥離などの浮遊物が多いと部分的な薬害や効果不足を生じる
ことがある。

1.ﾒﾀﾐﾎｯﾌﾟを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ５葉期までに使用する。
3.広葉雑草には効果がないので、広葉雑草が混在するほ場ではそれらに有効な剤と
組み合わせて使用すること。
4.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
5.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植や深植した水田は使用を避ける。
6.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ｼﾒﾄﾘﾝ、ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とす
る。
2.ﾉﾋﾞｴ４葉期まで、ﾎﾀﾙｲは草丈20㎝まで、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは５葉期まで、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｺ
ｳｷﾔｶﾞﾗは草丈30㎝まで、ｵﾓﾀﾞｶは矢尻葉４葉期までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.砂質土壌、漏水田、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。
5.散布後に多量の降雨が予想される場合は、除草効果が低下する恐れがあるので使
用を避ける。

10ａ当たり
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水稲

モゲトン粒剤 非ホルモン型接触性の除 ウキクサ類、藻類（アオミ 茎葉処理 発生始～盛期 同左
ＡＣＮ                  9.0% 草剤で、土壌中の移動性 ドロ、アミミドロ） （湛水散布） （ただし

は小さい。 収穫45日前
まで）／３

ヒルムシロ 発生始～増殖始 同左
　 （ただし

収穫45日前

まで／３
モゲトンジャンボ 非ホルモン型接触性の除 ウキクサ類、表層はく離、 茎葉処理 発生時（ただ 同左
ＡＣＮ                  9.0% 草剤で、土壌中の移動性 （藻類） （湛水散布） し収穫45日前

は小さい。 まで）／３

ワイドアタックＳＣ 非ホルモン型の吸収移行 茎葉兼土壌 同左
ペノキススラム          3.6% 性除草剤である。 処理

ワイドショット１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 茎葉兼土壌
テフリルトリオン　3.0% 性除草剤である。 処理
ペノキススラム　0.5% ＳＵ剤抵抗性雑草にも効 （湛水散布）

果を示す。

フォローアップ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 茎葉兼土壌
ワイドアタックＤ１キロ粒剤 性除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 処理
ダイムロン　　         10.0% ミズガヤツリ、クログワ （湛水散布）
ペノキススラム         0.60% イ、オモダカ、ヒルムシロ

ロイヤント乳剤 茎葉処理
ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙ　2.7％

２,４－Ｄアミン塩 ホルモン型の吸収移行性 水田雑草（イネ科を除く） 茎葉処理 有効分げつ終 同左
２，４－ＰＡジメチルアミン 除草剤で広葉雑草に対す 止期～幼穂形
　　　　　　　　　　 　49.5% 効果を有する。 成期前(ただし

収穫60日前

まで)／１

一年生広葉雑草及びノビ
エ、マツバイ、ミズガヤツ
リ、ウリカワ、セリ

（落水散布ま
たはごく浅く
湛水して散
布）

一年生雑草、多年生広葉雑
草

処理法
使用時期／回数

移植後20日～ノ
ビエ５葉期まで
（ただし収穫45
日前まで）／１

（落水散布）

本県の使用基準 農薬使用基準

移植後15日(イ
ネ４葉期以降)
～ノビエ５葉期
まで（ただし収
穫60日前まで）
／１

移植後20日～ノビエ
５葉期まで（ただし
収穫45日前まで）／
１

移植後20日(イネ５葉
期以降)～ノビエ５葉
期まで（ただし収穫
30日前まで）／２

ホルモン型の移行性除草
剤である。

移植後15日～ノ
ビエ４葉期（た
だし収穫3045日
前まで）／１

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名

水田一年生雑草、マツバ
イ、ホタルイ、ヘラオモダ
カ、ミズガヤツリ、ウリカ
ワ、オモダカ、クログワ
イ、シズイ、ヒルムシロ、
セリ

移植後20日(イネ４葉
期以降)～ノビエ５葉
期まで（ただし収穫
60日前まで）／１

移植後15日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
45日前まで）／１

(エ)
中
・
後
期
剤

作物

（落水散布ま
たはごく浅く
湛水して散
布）



水稲

２～３kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深3cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

３～４kg 砂壌土～埴土
（減水深2cm
／日以下）

20個 壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（1㎏） (減水深２cm 本田に入って10ａ当たり

／日以下） 20個の割合で均等に投げ
入れる。

100ml 砂壌土～埴土 落水またはごく浅く湛水
した状態で、10ａ当たり
100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、噴霧
機等で散布する。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深2cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

１㎏ 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
散粒機等で均一に散布す
る。

200ml 砂壌土～埴土

80～120g 全 土 壌 落水状態で､10ａ当たり
70～100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、
噴霧機等で散布する。

1.ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘは草丈25㎝まで、ｳﾘｶﾜは６葉期まで、ｾﾘは増殖期まで、ｵﾓﾀﾞｶは矢じり葉
３葉期まで、ｱｾﾞｶﾞﾔは草丈30cmまでに使用する。
3.ﾎﾀﾙｲ、ｸﾛｸﾞﾜｲ、ｺｳｷﾔｶﾞﾗには効果が低いので、それら雑草が混在する場合はそれら
に有効な剤と組み合わせて使用すること。
4.土壌水分が少ないと効果が十分に発揮されないことがあるので、落水状態で散
5.幼穂形成期以降の散布では、葉先の黄化や止葉の下垂が見られる場合があるが、
収量への影響は認められていない。
6.展着剤は添加しない。

1.2.4-PAを含む農薬の総使用回数は１回とする。
2.アミン塩は散布１～２日前に落水して散布し、散布後２～３日おいて入水する。
3.粒状水中2.4－Dは散布時に雑草が水面下にかくれるまで入水し、散布後２昼夜は
田の水を動かさない。
4.付近の作物にかからないよう注意する。
5.使用機具の洗浄を十分に行う。
6.散布直後に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよく見き
わめてから散布する。

1.ﾃﾌﾙﾄﾘｵﾝ、ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とする。
2.ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ・ｳﾘｶﾜは４葉期まで、ｵﾓﾀﾞｶは草丈30㎝、ｸﾛｸﾞﾜｲは草丈20㎝
までに使用する。
3.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
4.処理後数日、異常高温が続くことが予想される場合、砂質土壌、漏水田、軟弱
苗、極端な深植した水田は使用を避ける。
5.本剤の使用後に低温が続くと予想される場合には、稲に生育抑制などの薬害が発
生する恐れがあるため使用を避ける。
6.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

落水またはごく浅く湛水し
た状態で、10ａ当たり25～
100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、噴霧
機等で散布する。

1.ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ花茎抽出始、ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ６葉期、ｸｻﾈﾑ草丈20cm、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｵﾓﾀﾞｶ草丈30㎝
までに使用する。
3.散布後２日間（浅水処理は３日間）は、水の移動は行わない。
4.散布後１日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
5.薬害のおそれがあるので展着剤は添加しない。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回（育苗箱散布は１回、
本田では２回）、２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ５葉期、ｳﾘｶﾜ４葉期・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ３葉期、ｸﾛｸﾞﾜｲ・ｵﾓﾀﾞｶ草丈30㎝、ﾋﾙﾑｼﾛ生育
期までに使用する。
3.散布後３～５日間は３～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。
4.散布後に多量の降雨があると除草効果が不十分になるおそれがあるので、天候を
よく見きわめてから散布する。

1.ACNを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.散布は雑草が水没する程度の湛水状態で行い、散布後３～４日間は水の移動（入
水、落水等）をしない。
3.対象雑草が発生してから散布する。
4.イネが水没するような深水で使用すると薬害のおそれがある。
5.イチョウウキゴケ（イチョウモ）には効果が劣る。

1.ACNを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.散布後３～４日間は水深５～６cmを保つ。
3.対象雑草の発生が進んでからだと拡散が不十分となり効果が劣る場合があるの
で、発生初期に散布する。
4.イネが水没するような深水で使用すると薬害のおそれがある。

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項
10ａ当たり
使用薬量



水稲

ＭＣＰソーダ塩 茎葉処理
ＭＣＰＡナトリウム塩   19.5%

ワイドパワー粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 茎葉処理 同左
ペノキススラム　　 　　0.12% 性除草剤で、ＳＵ剤抵抗 イ、ホタルイ、ウリカワ、
ベンタゾンナトリウム塩 11.0% 性雑草にも効果を示す。 ミズガヤツリ、ヒルムシロ、

（オモダカ）、（クログワ
イ）

ノミニー液剤 非ホルモン型の吸収移行 クサネム、（イボグサ） 茎葉処理
ビスピリバックナトリウム塩 性除草剤である。
                        2.0%

クリンチャー１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 ノビエ、キシュウスズメノ 茎葉処理
シハロホップブチル      1.8% 性除草剤で、田面水を介 ヒエ、アゼガヤ

して付着・吸収される。
土壌中での残効は極めて
短い。

クリンチャージャンボ 非ホルモン型の吸収移行 茎葉処理 同左
シハロホップブチル      1.8% 性除草剤で、田面水を介

して付着・吸収される。
土壌中での残効は極めて
短い。

同左

クリンチャーＥＷ 非ホルモン型の吸収移行 ノビエ、キシュウスズメノ 茎葉処理
シハロホップブチル     30.0% 性除草剤で、土壌中での ヒエ、アゼガヤ

残効は極めて短い。

ヒエクリーン１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 ノビエ 茎葉処理 同左
ワンステージ１キロ粒剤 性除草剤である。
ピリミノバックメチル    1.2%

ヒエクリーン豆つぶ２５０ 非ホルモン型の吸収移行 ノビエ 茎葉処理
ピリミノバックメチル    4.8% 性除草剤である。 （湛水散布）

水田一年生雑草（イネ科を
除く）、マツバイ、ウリカ
ワ、オモダカ、セリ

移植後30日～クサネ
ムの草丈40cm（イボ
グサの茎長30cm）
（ただし収穫60日前

まで）／１

同左

移植後７日～ノビエ
３葉期（ただし収穫
30日前まで）／２

移植後７日～ノ
ビエ４葉期（た
だし収穫30日前

まで）／２

移植後20日～ノビエ
５葉期（ただし収穫
30日前まで）／２

移植後20日～ノ
ビエ６葉期（た
だし収穫30日前

まで）／２

（湛水散布ま
たは落水散
布）

移植後15日～ノビエ
３葉期（ただし収穫
45日前まで）／１

（湛水散布）

移植後15日～ノ
ビエ４葉期（た
だし収穫45日前

まで）／１

　
(オ)
ヒ
エ
処
理
剤

移植後25日～ノ
ビエ５葉期（た
だし収穫30日前

まで）／２

（落水散布ま
たはごく浅く
湛水して散
布）

（湛水散布）
移植後15日～ノビエ
３葉期（ただし収穫
40日前まで）／２

（湛水散布）

移植後25日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
30日前まで）／２

移植後25日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
40日前まで）／２

（落水散布ま
たはごく浅く
湛水して散
布）

（落水散布）

本県の使用基準 農薬使用基準

ノビエ、キシュウスズメノ
ヒエ、アゼガヤ

移植後15日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
45日前まで）／１

作物

(エ)
中
・
後
期
剤

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名 処理法
使用時期／回数

移植後20日～ノビエ
５葉期（ただし収穫
60日前まで）／１



水稲

160～240g 落水状態で､10ａ当たり
70～100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、
噴霧機等で散布する。

3kg 砂壌土～埴土 落水またはごく浅く湛水
した状態で、手まきまた
は散粒機等で均一に散布
する。

50～100ml 砂壌土～埴土 落水またはごく浅く湛水
した状態で、10ａ当たり
100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、噴霧
機等で散布する。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深２cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

1.5kg

砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（減水深２cm 本田に入って小包装のま
／日以下） ま10ａ当たり20個の割合

で均等に投げ入れる。

湛水して畦畔からまたは
本田に入って小包装のま
ま10ａ当たり30個の割合
で均等に投げ入れる。

100ml 砂壌土～埴土 湛水または落水状態で、
（減水深２cm 10ａ当たり25～100ﾘｯﾄﾙ
／日以下） の水に溶き、噴霧機等で

散布する。

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深２cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

250g 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
（減水深２cm 散粒機等で均一に散布す
／日以下） る。

1.ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ、ﾍﾟﾝﾀﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ５葉期、ｳﾘｶﾜ４葉期、ﾋﾙﾑｼﾛ生育期までに使用する。
3.浅水状態での効果が安定するのでできるだけ浅水状態（湛水深約1～２cm）で散布
し、少なくとも散布後２日間は水の移動は行わない。
4.散布後３～７日間は２～５㎝の湛水を保ち、落水はしない。
5.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。

1.MCPAを含む農薬の総使用回数は１回とする。
2.気温の低いときにも使用できる。
3.その他は2.4－Dに準ずる。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.５cm程度の水深(展開葉が水面に接する条件)で使用する。
3.散布後３～４日間は湛水状態（３～５cm）を保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴでは、水深５cm（展開葉が水面に接する条件）で使用する。
3.ｱｾﾞｶﾞﾔ草丈20cmまでに使用する。
4.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。
5.散布後３～４日間は湛水状態（３～５cm）を保つ。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴでは再生茎３～６葉で使用し、畦畔から侵入したものはほふく茎１ｍ
以内の株全体に株元まで散布する。
3.ｱｾﾞｶﾞﾔ草丈60cmまでに使用する。
4.使用の際は展着剤を加用する。（農業用展着剤の項を参照。）

1.ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.散布後３～４日間は水深３～５㎝を保つ。
3.砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。

1.ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.散布後３～４日間は湛水状態（３～５cm）を保つ。
3.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ﾋﾞｽﾋﾟﾘﾊﾞｯｸﾅﾄﾘｳﾑ塩を含む農薬の総使用回数は１回とする。
2.ｸｻﾈﾑの茎が硬くなる（木化）以前に散布する。
3.散布後３日間は水の移動は行わない。
4.散布後６時間以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候を
よく見きわめてから散布する。
5.幼穂形成期～乳熟期の水稲には出穂、籾の品質に影響するおそれがあるので使用
しない。
6.展着剤の加用は必要ない。

小包装30個
（1.5㎏）

小包装20個
（１㎏）

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項
10ａ当たり
使用薬量



水稲

クリンチャーＥＷ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生イネ科雑草 茎葉処理

シハロホップブチル     30.0% 性除草剤で、土壌中での

残効は極めて短い。

サターン乳剤 非ホルモン型の接触兼移 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 同左

ベンチオカーブ         50.0% 行性の除草剤で非選択性 イ

であるが、イネ＜ノビエ

・メヒシバに属間選択性

が認められる。

　

サターンバアロ乳剤 非ホルモン型の接触兼移 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 同左

プロメトリン            5.0% 行性の除草剤である。 イ

ベンチオカーブ         50.0% 　

クリンチャーバスＭＥ液剤 非ホルモン型の吸収移行 茎葉処理

シハロホップブチル      3.0% 性除草剤で、土壌中での

ベンタゾンナトリウム塩 20.0% 残効は極めて短い。

クリンチャーバスＭＥ液剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 茎葉処理

シハロホップブチル      3.0% 性除草剤で、土壌中での イ、ホタルイ

ベンタゾンナトリウム塩 20.0% 残効は極めて短い。

クリンチャーＥＷ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生イネ科雑草 茎葉処理

シハロホップブチル     30.0% 性除草剤で、土壌中での

残効は極めて短い。

ザークＤ１キロ粒剤５１ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 入水後５日～ 稲１葉期～

ダイムロン　　　      　4.5% 型除草剤である。 イ、ミズガヤツリ ノビエ2.5葉 ノビエ2.5葉期

ベンスルフロンメチル   0.51% 　 期（ただし （ただし

メフェナセット　       10.0% 　 収穫90日前 収穫90日前

　 まで）／１ まで）／１

　
キックバイ１キロ粒剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 播種後７日～ 播種後５日～
イマゾスルフロン       0.90% 型除草剤である。 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布） ノビエ２葉期 ノビエ２葉期
エトベンザニド         15.0% ミズガヤツリ、（セリ）、 （ただし （ただし
ダイムロン             15.0% （ヒルムシロ） 収穫90日前 収穫90日前

まで）／１ まで／１

（雑草茎葉散
布）

播種後10日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
30日前まで）／２

播種後10日～ノ
ビエ５葉期（た
だし収穫30日前

まで）／２

播種直後～稲出芽前
（ノビエ１葉期ま
で）／１

（乾田･落水
状態で全面土
壌散布）

（乾田・落水
状態で雑草茎
葉散布）

播種後10日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
30日前まで）／２

播種後10日～ノ
ビエ５葉期（た
だし収穫30日前

まで）／２

作物

（雑草茎葉散
布）

播種後10日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
50日前まで）／２

播種後10日～ノ
ビエ５葉期（た
だし収穫50日前
まで）／２

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名

(イ)
入
水
後
処
理
剤

オ
　
湛
水
直
播
栽
培

　
エ

乾
田
播
栽
培

(ア)
入
水
前
処
理
剤

ウリカワ、ミズガヤツリ

（乾田・落水
状態で雑草茎
葉散布）

播種直後～稲出芽前
（入水15日前まで）
／１

（乾田･落水
状態で全面土
壌散布）

播種後10日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
50日前まで）／２

播種後10日～ノ
ビエ５葉期（た
だし収穫50日前
まで）／２

（湛水散布）

処理法
使用時期／回数

本県の使用基準 農薬使用基準



水稲

100ml 砂壌土～埴土 10ａ当たり25～100ﾘｯﾄﾙ

（減水深２cm の水に溶き、噴霧機等で

／日以下） 雑草茎葉散布する。

600～1200ml 砂壌土～埴土 乾田・落水状態で、10ａ

当たり70～100ﾘｯﾄﾙの水

に溶き、噴霧器等で散布

する。

600～800ml 壌土～埴土 乾田・落水状態で、10ａ

当たり70～100ﾘｯﾄﾙの水

に溶き、噴霧器等で散布

する。

1000ml 砂壌土～埴土 乾田・落水状態で、10ａ

（減水深1.5 当たり70～100ﾘｯﾄﾙの水

cm／日以下） に溶き、噴霧機等で雑草

茎葉散布する。

1000ml 砂壌土～埴土 乾田・落水状態で、10ａ

（減水深1.5 当たり70～100ﾘｯﾄﾙの水に

cm／日以下） 溶き、噴霧機等で雑草茎

葉散布する。

100ml 砂壌土～埴土 10ａ当たり25～100ﾘｯﾄﾙ

（減水深２cm の水に溶き、噴霧機等で

／日以下） 雑草茎葉散布する。

１kg 壌土～埴土 湛水して、手まきまたは

（減水深1.5 散粒機等で均一に散布す

cm／日以下） る。

　

１kg 壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
早期： 散粒機等で均一に散布す
（減水深1cm る。
／日以下）
普通期：
（減水深2cm
／日以下）

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.使用の際は展着剤を加用する。（農業用展着剤の項を参照。）

1.ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ、ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞを含む農薬の総使用回数はそれぞれ１回、２回以内（ただ
し、入水前は１回以内、入水後は1回以内）とする。
2.稲の出芽時は薬害が生じやすいので必ず出芽前に散布する。
3.土壌が乾燥している時は散布水量を多めにするか、適度の湿り気をもたせて散布
する。
4.稲の根が露出していると薬害のおそれがあるので注意する。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ､ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回、２回以内とする。
2.高温では薬害を生じやすいので多めの希釈水量とし、なるべく水稲にかからない
ように散布する。
3.ﾎﾀﾙｲ発生盛期～増殖中期までに使用する。
4.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
5.散布後３日間は水の移動を行わない。
6.展着剤は使用しない。

1.ﾀﾞｲﾑﾛﾝ､ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ､ﾒﾌｪﾅｾｯﾄを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回（育苗箱散
布は１回、本田では２回）、２回、２回以内とする。
2.ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ、ｴﾄﾍﾞﾝｻﾞﾆﾄﾞ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ２回、２回、
２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmに保つ。
4.砂質土壌、漏水田、極端な浅植、軟弱苗では使用しない。5.１キロ粒剤の散布上
の注意事項を参照。

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.使用の際は展着剤を加用する。（農業用展着剤の項を参照。）

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ、ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回、２回以内とす
る。
2.高温では薬害を生じやすいので、多めの希釈水量とし、なるべく水稲にかからな
いように散布する。
3.ﾎﾀﾙｲ発生盛期～増殖中期までに使用する。
4.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
5.散布後３日間は入水しない。
6.展着剤は使用しない。

1.ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞを含む農薬の総使用回数は２回以内（ただし、入水前は１回以内、入水
後は1回以内）とする。
2.土壌が乾燥している時は散布水量を多めにするか、適度の湿り気をもたせて散布
する。
3.除草効果の高い使用時期は雑草発生初期までで、それ以降は効果が劣る。
4.稲の出芽期には薬害が出やすいので使用を避ける。
5.ﾀﾃﾞ、ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ、ﾉﾐﾉﾌｽﾏなど広葉雑草優占圃場では使用を避ける。
6.稲の根が露出していると薬害の恐れがあるので注意する。



水稲

クリンチャーＥＷ 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生イネ科雑草 茎葉処理
シハロホップブチル     30.0% 性除草剤で、土壌中での （雑草茎葉散

残効は極めて短い。

クリンチャーバスＭＥ液剤 非ホルモン型の吸収移行 水田一年生雑草及びマツバ 茎葉処理
シハロホップブチル      3.0% 性除草剤で、土壌中での イ、ホタルイ
ベンタゾンナトリウム塩 20.0% 残効は極めて短い。

ザーベックスＤＸ１キロ粒剤 非ホルモン型・ホルモン 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 同左
シハロホップブチル      1.5% 型混合の吸収移行性除草 イ、ホタルイ、ウリカワ、 （湛水散布）
シメトリン              4.5% 剤である。 ミズガヤツリ、（ヒルムシ
ベンフレセート          6.0% ロ）、（藻類）、（表層は
ＭＣＰＢエチル          2.4% く離）

クリンチャーバスＭＥ液剤 非ホルモン型移行性の選 水田一年生雑草（イネ科を 茎葉兼土壌

バサグラン液剤 択殺草性を有する除草剤 除く）及びマツバイ、ホタ 処理
ベンタゾンナトリウム塩 40.0% で土壌中での残効期間は ルイ、ウリカワ、ミズガヤ

短い。 ツリ、オモダカ、クログワ
イ

ミスターホームランＤ 非ホルモン型・ホルモン 水田一年生雑草及びマツバ 土壌処理 同左
　　　　　　　　　Ｌジャンボ 型混合の吸収移行性除草 イ、ホタルイ、ウリカワ、
オキサジクロメホン      1.2% 剤である。 ミズガヤツリ、（セリ）
クロメプロップ          7.0% ＳＵ剤抵抗性アゼナ、ホ
ダイムロン              9.0% タルイにも効果を示す。
ベンスルフロンメチル   1.02%

稲１葉期～ノビエ2.5
葉期（ただし収穫90

日前まで）／１
（湛水散布）

同左

稲５葉期～ノビエ3.5
葉期（ただし収穫60
日前まで）（播種後
の初期除草剤による
土壌処理との体系で
使用）／１

播種後10日～ノ
ビエ５葉期（た
だし収穫50日前
まで）／２

播種後10日～ノ
ビエ５葉期まで
（ただし収穫30
日前まで）／２

播種後35～50日（た
だし収穫50日前ま
で）／２（落水または

ごく浅く湛水
して散布）

農　 薬 　名 特　　性 対象雑草名 処理法
使用時期／回数

オ
　
湛
水
直
播
栽
培

（乾田・落水
状態で雑草茎
葉散布）

本県の使用基準 農薬使用基準
作物

播種後10日～ノビエ
４葉期（ただし収穫
50日前まで）／２

播種後10日～ノビエ
４葉期まで（ただし
収穫30日前まで）／
２



水稲

100ml 砂壌土～埴土 10ａ当たり25～100ﾘｯﾄﾙ
（減水深２cm の水に溶き、噴霧機等で
／日以下） 雑草茎葉散布する。

1000ml 砂壌土～埴土 乾田・落水状態で、10ａ
（減水深1.5 当たり70～100ﾘｯﾄﾙの水に
cm／日以下） 溶き、噴霧機等で雑草茎

１kg 砂壌土～埴土 湛水して、手まきまたは
散粒機等で均一に散布す
る。

1000ml 砂壌土～埴土 乾田・落水状態で、10ａ
500～700ml （減水深1.5 落水またはごく浅く湛水

cm／日以下） した状態で、10ａ当たり
70～100ﾘｯﾄﾙの水に溶き、
噴霧機等で散布する。

小包装10個 砂壌土～埴土 湛水して畦畔からまたは
（500ｇ） 本田に入って小包装のま

ま10ａ当たり10個の割合
で均等に投げ入れる。

1.ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ、ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ、ﾀﾞｲﾑﾛﾝ、ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙを含む農薬の総使用回数はそれぞ
れ２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.散布後３～４日は水深３～５cmに保つ。
4.ジャンボ剤の散布上の注意事項を参照。
5.稲の根が露出していると薬害のおそれがあるので注意する。

1.ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数は２回以内とする。
2.ｸﾛｸﾞﾜｲは２回以内、その他の雑草は１回の使用とする。
3.落水して、雑草に十分かかるよう散布する。散布後３日間（浅水処理は５日間）
は入水しない。
4.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
5.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ・ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ発生盛期～増殖中期、ｵﾓﾀﾞｶ発生盛期～発生揃期、ｸﾛｸﾞﾜｲ草
丈15cm以下までに使用する。
6.ｸﾛｸﾞﾜｲ多発田では、ｸﾛｸﾞﾜｲに有効な前処理剤との体系処理をする。
7.高温時、重複散布では薬害を生じやすいので注意する。
8.展着剤の加用は必要ない。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ、ｼﾒﾄﾘﾝ、ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ、ＭＣＰＢエチルを含む農薬の総使用回数はそれ
ぞれ３回、２回、２回、２回以内とする。
2.ﾎﾀﾙｲ・ｳﾘｶﾜ３葉期、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ２葉期までに使用する。
3.播種後の初期除草剤による土壌処理との体系で使用する。
4.散布後の異常高温が予想される場合は使用しない。
5.処理時の平均気温が15～16℃以下の場合は使用しない。
6.１キロ粒剤の散布上の注意事項を参照。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ､ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数はそれぞれ３回、２回以内とする。
2.高温では薬害を生じやすいので多めの希釈水量とし、なるべく水稲にかからない
ように散布する。
3.ﾎﾀﾙｲ発生盛期～増殖中期までに使用する。
4.散布後２日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、天候をよ
く見きわめてから散布する。
5.散布後３日間は水の移動を行わない。
6.展着剤は使用しない。

1.ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙを含む農薬の総使用回数は３回以内とする。
2.使用の際は展着剤を加用する。（農業用展着剤の項を参照。）

10ａ当たり
使用薬量

本県での
適用土壌

散 布 方 法 使 用 上 の 注 意 事 項


